
給水取り出し工事標準図
（大口径の配水管から分岐をする場合）

給水取り出し工事標準図
（本管がφ50mm以上で加入口径がφ13～20mmの場合）

給水取り出し工事標準図
（本管がφ50mm以上で取り出し口径がφ25mm以上の場合）
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サドル分水栓（ボール式）
防食フィルム付

フレキシブル継手　L=300
（フクロナット×オネジ）

水道用耐衝撃性硬質塩化ＶＰ

フレキシブル継手　L=500
（フクロナット×オネジ）

土のう

メーターセット型ボックス

仕切弁（二次側）

配水管（既設）

H=0.9～1.2m

道路から
約1m以内

防食リング
（鋳鉄管穿孔の場合）

M

水道用耐衝撃性硬質塩化ＶＰ

量水器ボックス

配水管（既設）

H=0.9～1.2m

道路から
1m以内

防食リング
（鋳鉄管穿孔の場合）

レンガ（6枚）

M

水道用耐衝撃性硬質塩化ＶＰ

量水器ボックス

配水管（既設）

H=0.9～1.2m

道路から
1m以内

不断水割丁字管

※量水器ボックスはφ13mm・φ20mm兼用型です。
※フレキシブル継手はオネジにHITSシモク・パッキン・ガイドナットを取り付けてください。
※分岐する本管がφ40mm以下の場合はチーズによる分岐になりますのでフレキシブル継手（L=300)は必要有りません。

構造物からの離隔（30cm程）をとる

構造物からの離隔（30cm程）をとる

フレキシブル継手　L=500
（フクロナット×オネジ）

仕切弁（二次側）

サドル分水栓（ボール式）
防食フィルム付

フレキシブル継手　L=300・500
（フクロナット×オネジ）

※量水器ボックスはφ13mm・φ20mm兼用型です。
※フレキシブル継手はオネジにHITSシモク・パッキン・ガイドナットを取り付けてください。
※分岐する本管がφ40mm以下の場合はチーズによる分岐になりますのでフレキシブル継手（L=300)は必要有りません。

構造物からの離隔（30cm程）をとる

サドル分水栓（ボール式）
防食フィルム付

フレキシブル継手　L=300
（フクロナット×オネジ）

レンガ（6枚）

フレキシブル継手　L=500
（フクロナット×オネジ）

仕切弁（二次側）

※量水器ボックスはφ13mm・φ20mm兼用型です。
※フレキシブル継手はオネジにHITSシモク・パッキン・ガイドナットを取り付けてください。
※分岐する本管がφ40mm以下の場合はチーズによる分岐になりますのでフレキシブル継手（L=300)は必要有りません。


